
研究集会

奈文研主催の研究集会を開催した。ごらんのと

おり、多纏多彩 J

-日本古代律令国家における末端支配

機構の研究 1996年12月 5-6日

この研究は、郡以下の末端支配のありブi

を探る ことを目的 とした ものである。考

古 ・文献史学の研究者46人の参加を得て

研究集会を開催し、郷の編成 t村手妥結令、

郷長や雑任などの人的組織、郷レベルの

官術(郷街)の有無、1111街と郷との木簡

授受|刻係、君fI術出先施設、 といった論点

を中心に研究報告と討識をおこなった。

とした。閃辺氏は古代の進仰のうち旧者I1 理性をもつようである。

の寺院が大挙して移ったのは平城選制It.:' ③展開 :伶移fl原宮の内手I1が内装 とすると、

けであり 、平JJJX京手)'院として大安寺のJfi 宮のl苅りにあるのは内廷機構で、後の八

要性とそれを主導した道誌の役割を指摘 省にあたる外廷機構はやや離れた場所に

した。 (花谷浩) 点在する。外廷機構を宮城内部に取り込

・書跡資料議査保存の現状と課題 むのは方 1キロの宮域が成立する藤原宮

1997年 3月29日 段階である。ただし、選者I1当初の姿は不

古文書、経典、 ~l~絡などの間交や保管の 詳で、 比較的強うのは大安令以後であろ

現場において、各|民l係者の立場により 、 う 。後期藤原宮の官街!;t.平城宮に!;~響を

澗査や保管についての認識が若干の異な 及lますが、官衝を含め、宮城全体の1也容IJ

るところがあった t忠われる。たとえば、 り方法は長岡宮段階で一変 し、平安富に

文書の調査法、関担:の形式、ラベノレ貼付、 移行する。この段階で、平安富の?rti司厨

使用刑諮の不統一、目録の体裁、保管の IsT (冶・外官街)の祖型が成立するのであ

方法等 の々|問題である。ニの研究会IJ:、 ろう。 このよう に前 ・後期の藤原'81:.長

啓跡資料関係者IllJてはできるt.:'けそれら INiJgが、官術展開の大きな画期となる。

にl剥して共通の認識をもつようになる こ なお、報告集 r古代都城におけ る行政機

とをな凶 した ものである。今年度は、① 椛の成立と股間』をご参!mいただければ

郷の役所について は、国儒 ・郡街t並ぶ 奈文liJFの舎跡資料の状況と諒!題、②滋賀 ヨ;礼、である。(金子裕之)

官衡の存在を考える見解と、 il日街施設の mでの古文型!:調査の実態、③制査成果 !:. .遺跡の建造物復原方法の研究

分訟など IlsflH諸純設の多様な在り方を示 その情報処理にI剥しての報告、をお こな 1997年3月14日

すものとみる意見とに分かれ、結論!J:~持 った。初回で、現状報告 t そ こで.の il~l題 近年、発掘された建築造材よから主主造物が

られなかったが、?刊行舟以下の支配の実態 の提起が主であったため、参加者の共通 復原される例が明えている。建造物復!京

をめ十る研究の現状と|問題点が繋耳IIされ、 認識の形成までにはいた らなかった。 し は遺跡を理解する方法として有効な手段

今後共に取り組trべ、き課題を明確にする かし、調査現場て1まI別立化しきれな いi主 であるが、まだ歴史が浅い こともあって、

ことができた。また、末端支配の拠点と いをお互いにはっきりと認識する ことに 安易な復原や、意義 ・目的意識が明確で

村務あるいは集落群tの係わりも議論さ より、今後より議論が深化するiiij徒には ないものが少なくない。本研究iま、建造

れ、末端官街逃跡、論 と古代集落追跡研究 なったと考えられる。(綾村宏) 物の迂i跡、の主主備はεうあるべき かを、こ

との終点ぞ浮かび上がらせた ことも大き +古代都械における行政機備の れまでの4:L~例調査等をお こ なうことによ

な成糸といえよう 。 (山中敏史) 成立と展開 1997~手 2 月22-23日 って、問題点を務理し、 今後の復mi整備

・薬師寺移建論に意見あり 第1回目の富j成l十1枢怖の諸問題について、 事業のあり方の方法をさぐるものである。

1997年 3月四-3D日 今年は官衡の;l'lil日l組守検討した。官街(VJJ 本中共(文化庁)、江而嗣人(文化庁)、

報告と務i貨は、寺崎{呆広 「薬師寺移建論 司)の意味はひろく多織である。 吉岡泰英 (初予iτW!立朝食氏追跡、資料館)

争の概要と問題点」、花谷清「本薬師寺の ①椛j在・ 8世紀の姿をもとに、曹司を官 の諸氏にも研究に参加していただいた。

発畑調査」、藤弁恵介(京大)r主主築~から 人の事務および生活空1mとすると、官tffI 本年度 lま 3 カ年計画の~2 年次で、 全国

みた薬師寺」、問辺f正夫(東|導)r平j成京~ I立政庁、 附!民会、倉、宿所、府な どの諸 の逃跡における建造物復l京事業実態調査

者I1と寺院移建」。寺崎は近年の薬師苛=論争 施設をもっ。検出逃桃と官術を結びつけ を者11逃府県教育委員会の協力を得ながら

の方向 U問題点をさぐった。薬師像に|刻 るには泣物、史料を含めた総合的な検討 実鈍 した。研究集会においては、復原本

して岩永省三、京俗については宮上茂隆 が必要で、プランから直ちに官衡を推定 業の基本計画から復原笑施までのプロセ

の論考を紹介。 .Ifl-城薬師寺回腕の複廊へ する ことは縦しいよ うである。 スの'1'に内在する問題点について意見交

の「設計変更」が 「改築」に近いかと推 ②起源 :岸俊男は、初l堂院がもっ羽i参(挨 換をお こなった。 (村田健一)

ill1Jした。花谷は本薬師寺跡発掘調査の成 拶)、羽後 (儀式)、朝政 (実務)の3機 ・日本の住まいの起源と系譜に関するシ

果を述べ、 3段階の造営似を指摘。西地 能うち、朝政の機能力1)肥大化したと 考え ンポジウム nr平地住居と高床建物J

以外は移主l!を否定。 西地ーは;創建が遅れ、 る 。 í~i司の起淑 lまJ;OJ堂院の成立 t ともに 1996年10月18-19日

文武 2年|時点ての完成を疑問視した。藤 あり、J;"!fJ堂院の荻退に反比例して発展し 199511三l立の 「竪穴住居の系議」に引 き続

井氏は薬f:i!i寺論争における建築史の発言 たというのである。これに対 し、 古川兵 き、何年度は表記のシンポジウ ムを ImH~

を研究史的に論述。:rn:n;¥:問@の解決には 司は、羽l堂 1:.í~l司の政務は機能的に JW防 した。近年、日 本各地で続々 t出土 して

解体修理しか道はなく、薬問j寺a建築様式 であり、 当初より併存したと報告した。 いる純文 ・弥生時代の抑立柱建物を対象

の特殊性と!苦の主主祭との|県l係探求む諜!辺 諸富の調査:?:J~例からみる L 吉川説が合 に、以下の 3セッションをおこなった。
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r平地住居と高床建物」シンポジウム

1.縦文集務とi.1H立柱辿物

報告:石井克 大工原~，~~ "点本長二[!II

コメント :大11l'i1>夫小山修三

II.弥生時代の大型掘立柱ム!!物

報告:武末純一 般瀬和A!E

コメント:'jjlll.l:'.比呂志浅川滋:yj

III.南方と北方のクラ

報告:i美川滋勢 佐藤浩司 太問邦夫

コメント 宮本長二郎植木久

搬立柱雄物の場合、通常、仕l生活而が削

平されているため、機tìl~ .構造とも不l切

な l~が多〈、議論全体に消化不良の感が

いなめなかった。今後、報告書:合作成す

るなかて、考療をi菜めていきたい。

(浅川滋男)

-遺跡土壊の微細生物、生化学物質

の研究 1997年 E月四日-3月l臼

1)脂質分析の成果と問題点、 2)DNAによ

るイヌとブタの系統、の 2つの問題をめ

やって研究集会をおこ なった。参加者ーは

約30名であった。1)脂質分析については、

R.エバーシェッド(プリストル大学)に

よる、オ:~"1-の様墜に染み込ん t:.'植物に起

因するワックス分からキャベツなどを煮

込んfごことがわかる例などの報告に続い

て、中野故郷(格広畜産大学)の脂質分

析 t免鋭抗体反応、による故近の泣跡ての

成巣につレて報告があった。 コメンテー

タ- /:.して、小林正史(北陸女子短期大

学)から、種々の脂肪酸がこ1'.1.1-'て相対的

な比率ぞ守りながら分解していくとは考

えにくく 、特定の脂肪阪が他に比べて分

解されやすいのではという窓凡、初内品

子(国際キリスト教大学)より こL慌に服

者させた11旨質の分解の進行と回収i.t，lとに
ついて笑験的な方法からのコメントを併

i産大学)から、在米ブ夕、ニホンイノシ に立地したためか、 j也に遊水池的な役得IJ、

シ、西洋プタなどのill伝子データーベー あるいは築山によ皇的な役~lilJ をもたせる

スを柿築し 、:ilt跡1.1'1こ1:のプタ/イノシシ など、武将居f1í'i としての機(ì~(I'-)安部によ

の手，J'からitllLBした試料とを比較した結果、 る:¥Ii:1Kが認め bれることもあき らかにな

弥生追跡出土のブタ/イノシシのなかに った。 (小野健吉)

は:(E:lI~ ブタに尖 j泊するミト コ ンドリア ・保存科学における色の諸問題

DNA~ もつものが存花する こ t があき 1997年2月初日

bかになった。イヌについては、人為的 埋蔵文化財センター主Il!iによる保存科学

交維がすすんでいるためか、 DJレープ、 研究集会を、 王1<城宮跡資事1. f1í'~識 さをにおい

Cytbについてもクラスタ ーに ばらつき

が大きく、古代家六の品右fiJ!IJ分類は|村部ff

であるとの ~I '1m報告を緋た。(松井 章)

・文化的景観の研究 1997年 l月四日

1992;1~の第16回世界逃j産委員会において

文化逃産の範囲ヰに文化的表観Cultural

Landscapeの概念が将人され、囲内ても

関心が高まった。 LI本では明治以米、法

lI，lJJ支(1'-)にi呆イ干されてきた 「名勝J がこの

概念に包括されるが、その成立の際史的

背封、保存帝IJJ交の特徴、保存政策のあり

方など研究~*JWは少なくない。 そこで第

1 1m研究会では「文化(1(11止観とは何か」

という点にがjを絞ってjJ釘命した。44if長li

以下のとおり 。丸山宏 (京大)r近代にお

ける京都の名勝保護政策についてJ、小!H・

佐和子(千葉大)rイギリス湖水地方と比

絞 した月 ヶ瀬村正林の近代における変容に

ついて」、赤坂信(千楽大) r膝史的環境

保存の問題点」 、 'ム:llit~干示(文化庁) r名

勝の指定および強制tの現況について」、本

中兵(文化庁)rll1:Wi11産と文化的1-;t"鋭に

ついて」、内[f:I;fuWr;な跡に.ili:なる文化的

安観についてJo (内田和伸1

・戦国時代の庭園遺跡 1997年 3月21日

近年、発掘調査による情報が明大してい

る戦国時代の地方武将のJJi館の峰|事|につ

いて、研究集会そ|持1m;した。大内氏fi"ii跡

(山口県)、江馬氏館跡(岐阜県)、 ー釆谷

判fr氏遺跡(柄引: !U)、 7H~院跡 (JJ;.f."j

県)、長氏館跡 W"f.!ら!¥Dの各庭民I1迫梢に

ついて、発術担当者等の報告をうり、催

地lの定':llL的特色を'1 1心に討言~をした。 こ

れらli役国l時代の武将居附の嵯l議11ムム!!秒j

からの制'且-を主IlJiとしたw縦式の峰l事|て、

あり、池li浅く波山の石組を会1¥'11にまわ

す室111]・時代の庭|占|一般のJJ:匠的特色を備

えている。 tころが、必ずしも出極|築造

てIlト11l!;した。今回の研究集会は、文化財

における色のIlil姐をテー?とし、顔料・

染料 ・考古・泣物 ・f云1)1:品あるいは壁|事|・

壁1みといった綿々な観点から、 8名の講

演者による口頭発表ぞお こなった。 また、

情報交換のI坊をできる限り多〈設定する

ことを閥的として、ポスタ ーによる発表

も企画したところ、赤色顔料にi刻する 5

件の展示がなされた。総合討議でlふと

くに赤色顔料のl草地 ・製法に|具lする問題

について市発な議論がおこなわれ、新た

な見解やj:lH也点がク ロースーアップされた。

また、 i'.J'(U江戸ilの復!京や強fnITに|対:iiliして、

顔料1(E定における従来の分析法の限界と

それを打破するための新たなアプローチ

についてもも巴言があった。 (Jf控室隆保}

+遺跡地図情報システムの研究

1997年 2月14日

奈文研では、追跡の調査研究において現

況地形図、粂f)H反l京図、調査区1.，i1出|、泣

柿実iWJ凶といった地図の情報の監理を手

作業でおこなっており、効率的システム

の必要性を前if&¥している。 そこで、国土

地理院を 111心と する空Il¥Jデータ基盤盤的

事業について理解を深めるとともに、文

化財研究への応J'I1を進めつつある機|剥の

IJ}例を検討するため、 i立跡地図情報シス

テム研究会(ti);1回)をIJfl(lliした。 まず

国土地司l.院の111籾義郎氏が、空間データ

基終戦術とGIS(地理情報システム)につ

いて、GIS研究会やGIS関係省庁連絡会議

の報告を 小心に紹介した。ついて畑、太宰

府市、点打Il rJ j・ 、奈文TiJf カ q:~'j:例を報告した 。

過去のデータぞ活用するため、データ型

式などのM:i準化の必~性守強〈認識した。

今後li者111.成への応用を統一的l二議論する

とIfrlll寺l二、lfIl以外地域についてもデータ

の扱い }jぞ検討する必裂があり、継続的

た。DNAについては、石然記L隆(帯広帯 に適した場所tはいえなレ防衛上の拠点 な研究が;-J<められる。 (森本音)
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